



著者 本間 貴子, 稲本 純子, 田丸 秋穂, 氣仙 有実子, 











氣 仙 有実子 1)
稲 本 純 子1)
鎌 田 ルリ子1)
＂り穂樹秋宏丸 田田 米
平成 8 年 (1996 年）から平成 28 年 (2017 年）頃までの特別支援教育に係る研修の動向を， 文部科学省中央教育審
議会の答申・報告等をもとに整理した。 平成 17 年 (2005 年）答申「特別支援教育を推進するための制度の在り方に




常の教員に対して， 特別支援教育の基礎を修得させる研修ニ ー ズが高まった。
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The Trends of Special Needs Education Teacher Training: Constructing an Inclusive 
Education System as seen by Reports from the Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology's Central Council for Education in Japan. 
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T his paper summarises the changes from 1996 to 2017 in special needs education training for current teachers, based 
on findings reported by the Central Council for Education of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology, Japan (MEXT) . As preparations to ratify the Convention on the Rights of Persons with Disabilities have 
progressed through the 2005 report 'An Ideal System for Promoting Special Needs Education'and the 2007 signing of the 
Convention on the Rights of Persons with Disabilities, special needs education has been made an issue requiring action by 
schools as a whole, and the proposals in the findings include creating mechanisms in the training structure centred on 
professional schools for teacher education, enhancing collaboration between universities and boards of education, and 
improving management-level training and in-school training to offer special needs education as a team. T here is an increased 
need for training to provide the basics of special needs education to ordinary teachers as generalists, in addition to enriching 
training for specialists who focus on special needs education. 
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殊教育の終盤期に相当することから，第 2 期• 第3期
の特別支援教育の時期とは分けて時期区分をすること
とした。














4 平成 14年2月21日 今後の教員免許制度の在り方について（答申） 中央教育審議会
(2002年）
5 平成 17年4月22日 特殊教育免許の総合化について（報告） 中央教育審議会教員簑成部会
(2005年）





7 平成 17年12月8日 特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申）
(2005年）
8 平成 18年7月11日 今後の教員養成•免許制度の在り方について（答申）
(2006年）
9 平成 19年3月10日 教育基本法の改正を受けて緊急に必要とされる教育制度の改正に 中央教育審議会
(2007年） ついて（答申）
10 平成24年7月23日 共生社会の形成に向けたインクルーシプ教育システム構築のため 初等中等教育分科会
(2011年） の特別支援教育の推進（報告）
11 平成24年8月28日 教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につ 中央教育審識会
(2012年） いて（答申）
12 平成26年7月24日 教員の養成・採用・研修の改善について～論点整理～ 教員養成部会教員の蓑成・採
(2014年） 用・研修に関するワーキン
グ・グループ
13 平成27年12月21日 チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について（答申） 中央教育審識会
(2015年）









報告は 7本である）。この時期には，平成 17年 (2005
年）の「特別支援教育を推進するための制度の在り方
について（答申）」による特殊教育から特別支援教育へ























































































































































































































































































































































































































了した者は 32 名であり，全体の約 8 割を占めた。 •ji.
成 21年度から平成 28年度の修了者の人数はTab.2の








年度 修 (1り数 （うち教職大学院修 (IE)
•jL成 16 (2004) 28 
•jL成 17 (2005) 25 
‘杓成 18(2006) 31 
平成19(2007) 21 
灼戊20(2008) 14 
平成21(2009) 39 32 
平成22(2010) 40 35 
、ド成23(2011) 37 34 
平成24(2012) 38 34 
平成25(2013) 36 32 
平成26(2014) 34 29 
•Jc成 27 (2015) 38 35 
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究紀要， 48, 139-155. 
慎城知己 (2001)現職教員の研修機会の設定への要望に関す
る予備調査．千菓大学教育学部紀要.49, 151-158. 
